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（百万円未満切捨て） 

１．２０年５月中間期の連結業績（平成19年12月１日～平成20年５月31日） 

(1) 連結経営成績                       （％表示は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間(当期)純利益
 
20年５月中間期 
19年５月中間期 

百万円  ％
51,101（△0.1）
51,142（ 34.1）

百万円  ％
3,576（  0.1）
3,574（ 18.4）

百万円  ％ 
3,497（ △6.3） 
3,731（ 20.4） 

百万円  ％
2,164（ 10.7）
1,955（△22.9）

19年11月期 102,771  －  6,709   －  7,004   －   4,380   －  

 

 
１株当たり中間 
(当期 )純利益 

潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益

 
20年５月中間期 
19年５月中間期 

円 銭
26 28 
23 69 

円 銭
26 28 
23 68 

19年11月期 53 08 53 06 

(参考) 持分法投資損益 20年5月中間期  26百万円  19年5月中間期  25百万円  19年11月期  45百万円 

 

(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 
20年５月中間期 
19年５月中間期 

百万円
141,078  
149,162  

百万円
77,447  
80,271  

％ 
54.1  
52.8  

円 銭
930 90 
954 59 

19年11月期 137,969  77,825  55.4  926 56 

(参考) 自己資本  20年5月中間期 76,320百万円 19年5月中間期 78,786百万円 19年11月期 76,463百万円 

 

(3) 連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 
20年５月中間期 
19年５月中間期 

百万円 
2,060   
1,051   

百万円
△ 1,029  
△ 1,516  

百万円 
2,276   
2,132   

百万円
14,418  
13,980  

19年11月期 3,252   △  81  △ 4,340   11,112  

 

２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

 

19年 11月期     

円 銭

7 00 

円 銭

10 00 

円 銭

17 00 

20年 11月期     8 00  

20年 11月期（予想）  10 00 18 00 

 

３．20年11月期の連結業績予想（平成19年12月１日～平成20年11月30日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 

通  期 
百万円  % 

104,000 ( 1.2) 
百万円  %

7,600 (13.3) 
百万円  %

7,600 ( 8.5) 
百万円  % 

4,700 ( 7.3) 

円 銭

57 33 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 

 

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成の 

ための基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更     無 

  ② ①以外の変更            無 

 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

   ①期末発行済株式数(自己株式を含む) 20年5月中間期88,478,858株 19年5月中間期88,478,858株 19年11月期88,478,858株 

   ②期末自己株式数         20年5月中間期 6,493,418株 19年5月中間期 5,944,213株 19年11月期 5,954,223株 

  （注）１株当たり中間(当期)純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、22ページ「１株当たり情報」をご覧く 

     ださい。 

 

 

（参考）個別業績の概要 

 

１．２０年５月中間期の業績（平成19年12月１日～平成20年５月31日） 

(1) 個別経営成績                       （％表示は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間(当期)純利益

 

20年５月中間期 

19年５月中間期 

百万円  ％ 

20,946（ △9.5） 

23,147（  6.9） 

百万円  ％

2,533（△11.9）

2,876（ 20.4）

百万円  ％ 

3,105（△12.6） 

3,552（ 28.6） 

百万円  ％

1,876（△15.3）

2,215（△ 4.8）

19年11月期   46,416   －   4,993   －  5,936   －   3,176   －  

 

 1株当たり中間 

(当期 )純利益 

 

20年５月中間期 

19年５月中間期 

円 銭 

22 79  

26 84  

19年11月期   38 49  

 

(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 

20年５月中間期 

19年５月中間期 

百万円 

104,285    

113,809    

百万円

69,380   

73,302   

％ 

66.5  

64.4  

円 銭

846 22 

888 14 

19年11月期   106,901    69,741   65.2  845 07 

(参考) 自己資本  20年5月中間期 69,380百万円  19年5月中間期 73,302百万円  19年11月期 69,741百万円 

 

２．20年11月期の個別業績予想（平成19年12月１日～平成20年11月30日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 

通  期 
百万円  % 

45,000 (△3.1) 
百万円  %

5,200 ( 4.1) 
百万円  %

5,900 (△0.6)
百万円  % 

3,600 ( 13.3)  
円 銭
43 91 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料記載の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、業績予想と実際の業績との間には今後の様々な要因によって差異が生じる場合があります。

詳細については、添付資料の４ページを参照してください。 
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 平成２０年１１月期 中間決算短信 補足資料（連・単共通） 

 

 

１．業績                                     （単位：百万円） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

２０年 ５月中間 ５１,１０１ ３,５７６ ３,４９７ ２,１６４

１９年 ５月中間 ５１,１４２ ３,５７４ ３,７３１ １,９５５連結 

１９年１１月通期 １０２,７７１ ６,７０９ ７,００４ ４,３８０

２０年 ５月中間 ２０,９４６ ２,５３３ ３,１０５ １,８７６

１９年 ５月中間 ２３,１４７ ２,８７６ ３,５５２ ２,２１５単独 

１９年１１月通期 ４６,４１６ ４,９９３ ５,９３６ ３,１７６

 

 

２．設備投資・減価償却費（有形固定資産）                     （単位：百万円） 

 設 備 投 資 減価償却費 

 連  結 単  独 連  結 単  独 

２０年 ５月中間 ８７８ ４８０ １,６５１ １,１４０

１９年 ５月中間 ９７３ ６３３ １,５７０ １,０９９

１９年１１月通期 ２,２５４ １,４０８ ３,２０５ ２,２４８

 

 

３．有利子負債・金融収支                             （単位：百万円） 

 有利子負債（期末） 金融収支 

 連  結 単  独 連  結 単  独 

２０年 ５月中間 ２３,００７ ７,００５ ９.９ ６２０.７

１９年 ５月中間 ２３,２６７ ７,１０８ ９８.１ ６９４.７

１９年１１月通期 １９,３３１ ６,９０６ ２２５.１ １,０３８.７

 

 

４．セグメント情報（連結）                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 

 繊  維 非 繊 維 繊  維 非 繊 維 

２０年 ５月中間 ３２,３４１ １８,７５９ １,４０６ ２,１７０

１９年 ５月中間 ３３,１２４ １８,０１７ １,８１１ １,７６２

１９年１１月通期 ６５,９０３ ３６,８６８ ２,９６７ ３,７４１

 

 

５．配当金（１株当たり）    （単位：円）   ６．従業員数            （単位：人） 

２０年１１月期末予想 １０   連 結 単 独 

２０年 ５月中間  ８ 

年 

１８  ２０年 ５月中間 ４,４０２  ６９５ 

１９年１１月期末 １０  １９年 ５月中間 ４,２１１  ６８０ 

１９年 ５月中間  ７ 

年 

１７  １９年１１月通期 ４,４４１  ６８９ 
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経   営   成   績 

 

１．経営成績に関する分析 

  当中間連結会計期間における経済環境は、原油・原材料価格の高騰やサブプライム問題に端を発した金融市

場の混乱、株価の下落や為替相場の大きな変動により、先行き不透明感が強まる状況で推移しました。 

  このような情勢の中で当社グループは、当期を最終年度とする「ニッケグループＮＮ２００８経営計画」に

基づき、持続的な収益向上と成長を可能とする事業構造の構築に向けた取り組みを継続してまいりました。 

  繊維事業では、羊毛原料価格の高止まりや需要の減少により厳しい環境となりましたが、当社グループは販

売価格の改定を推し進めるとともに、海外販売の拡大を行ってまいりました。また、「ウールは、地球環境に『や

さしい繊維』です。」をキャッチコピーに、環境対応素材であるウールの魅力を発信してまいりました。 

  非繊維事業では、ショッピングセンター事業の減収など厳しい環境となりましたが、乗馬・ペット事業の拡

販や通信関連事業の拡大など生活関連事業の積極的な展開を図りました。 

  以上の結果、当中間連結会計期間の連結売上高は５１１億円余と前年同期比微減収、連結経常利益は３５億

円弱と前年同期比２億円余の減益、連結中間純利益は２１億円強と前年同期比２億円余の増益となりました。 

 

  事業部門別の概況は以下の通りです。 

 

［繊維事業］ 

（衣料繊維製品） 

 梳毛織糸は、天候不順や経済環境の変化により需要が低迷する厳しい環境下で販売量は減少しましたが、原

料価格高騰によるコストアップを販売価格に転嫁したこともあり、前期並みの実績となりました。ニット糸も

同様に販売量は減少しましたが、前期並みの実績となりました。紡毛糸は産地需要が減少する環境下で、前期

並みを維持しました。手編糸は商品開発に努めましたが、前期並みに留まりました。 

  紳士服は、夏物清涼素材「クールツイスト」を中心とした大手百貨店･専門店との取り組みを行い、また、高

品質原料を用いた素材や原産地の明確化（トレサビリティ）を訴求した企画も採用されましたが、百貨店ルー

トが苦戦し、減収となりました。 
  婦人服は、最高級素材「ＭＡＦ」が安定した実績を維持し、高級アパレルでの採用が継続されましたが、昨

秋からの小売段階での落ち込みが回復せず、春夏物の回復の兆しも見られない環境下で、減収となりました。 
  スクールユニフォームは、市場では私学小等部・公立小中一貫校の新設、制服の復活などの動きがありまし

たが、制服のモデルチェンジ校が大幅に減少、また、羊毛原料価格の高止まりや合繊原料価格の高騰によるコ

ストアップという厳しい環境が続きました。学校・業界に対する「高品質」「高付加価値」「高機能」素材の積

極的な企画開発提案とニット製品など周辺商品の拡販に努めましたが、減収となりました。 

  ビジネスユニフォームは、金融機関をはじめとする企業業績に陰りが見え、大口更改案件の減少・更改延期

や官公庁の予算削減など非常に厳しい環境となりました。高品質原料を駆使した新企画素材の展開とナノ技術

をはじめとした新機能・高付加価値素材の開発提案を積極的に進め、大口物件の受注促進に繋げるとともに、

流通対策、ＱＲ製造対応など粘り強い活動を行いましたが、減収となりました。 

 

（繊維資材製品） 

  生活産業用資材は、手芸用途などの消費材分野や建材向け耐熱不織布などが減少傾向となり、ＯＡ機器向け

不織布も北米輸出の不振で低迷しましたが、集塵機用及び空気清浄機用のフィルターが好調に推移しました。

また、自動車用途を中心とした不織布・フェルトも堅調に推移し、楽器用フェルトも中国・韓国などの海外需

要が旺盛で、増収となりました。 

  寝装品は、生産・流通の構造変化が続き、専門店・百貨店ルートは苦戦しましたが、主力ギフト店ルートの

下げ止まりと新規販路の開拓により、増収となりました。 

  カーペットは、新規販路拡大が順調に進んだ家庭用カーペットとリニューアル需要が旺盛であったテニスサ

ーフェス及びホテル向けカーペットが堅調に推移しましたが、原料価格の高騰と改正建築基準法施行による建

築不況の影響が大きかったタイルカーペット販売が苦戦し、減収となりました。 
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  以上の結果、繊維事業の当中間連結会計期間の売上高は３２３億円強と前年同期比８億円弱の減収となりま

した。 

 

[非繊維事業] 

  ショッピングセンター事業は、ニッケパークタウン、ニッケコルトンプラザ共にテナントの賃料減により、

減収となりました。 

  スポーツ事業は、テニスは全国的に新規会員が伸びず苦戦しましたが、ゴルフはスクールなどの地道な営業

活動と天候にも恵まれ、増収となりました。 

  乗馬・ペット関連事業、介護事業、通信関連事業、アミューズメント事業は、ペットフードのＴＶコマーシ

ャル効果、小規模多機能居宅介護事業の展開、携帯電話販売店の出店などにより、いずれも増収となりました。 

  不動産事業は、建設・分譲事業の低迷により、減収となりました。 

  エンジニアリング事業他は、電源・計測器分野は低迷しましたが、自動車・エネルギー関連の設備投資は好

調で、増収となりました。また、ラケットスポーツ用品・釣具等は新規顧客獲得や海外スポーツ販売の拡大に

加え、昨年来からの新商品が好調に推移し、増収となりました。 

 

  以上の結果、非繊維事業の当中間連結会計期間の売上高は１８７億円強と前年同期比７億円強の増収となり

ました。 

 

２．通期の見通し 

通期の連結業績は、原油価格や素材価格の高騰など懸念材料はありますが、売上高１,０４０億円（前期比

１２億円余増）、経常利益７６億円（前期比９億円弱増）、当期純利益４７億円（前期比３億円余増）を見込ん

でおります。 

従いまして、連結売上高１,０００億円超を目標とした「ニッケグループＮＮ２００８経営計画」に対して

利益は未達の見込みですが、売上高の達成は着実に進捗しております。今後とも「収益性向上」と「持続的な

成長」に向けた具体的取組みを進めてまいります。 

 

３．財政状態に関する分析 

（１）資産、負債および純資産の状況 

  当中間連結会計期間末における財政状況は前連結会計年度末と比較して、総資産は、現金及び預金の増加等

により、３１億円余増加し１,４１１億円弱となりました。負債は、短期借入金の増加等により、３５億円弱増

加し６３６億円余となりました。純資産は、有価証券評価差額金は減少しましたが中間純利益を２１億円強計

上し７７４億円強となりました。 

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当中間連結会計期間の営業活動による資金の増加は、前年同期に比べ、たな卸資産の増加額の減少等により

１０億円余増加して２０億円強となりました。 

 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当中間連結会計期間の投資活動による資金の支出は、前年同期に比べ、有価証券の取得による支出や貸付に

よる支出の減少等により５億円弱減少して１０億円余となりました。 

 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当中間連結会計期間の財務活動による資金の増加は、前年同期に比べ、自己株式取得による支出はありまし

たが、長期借入金の返済による支出の減少や短期借入金の増加等により１億円強増加して２３億円弱となりま

した。 

 

  以上の結果、当中間連結会計期間の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比４億円余増加し１４４億円

余となりました。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 18年 

中  間 

平成 18年 

期  末 

平成 19年 

中  間 

平成 19年 

期  末 

平成 20年 

中  間 

自己資本比率(％) ５８.０ ５５.３ ５２.８ ５５.４ ５４.１

時価ベースの自己資本比率(％) ５９.６ ５４.５ ５６.１ ５３.２ ５５.４

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債比率 １.６ ７.９ １１.１ ５.９ ５.６

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ(倍) ４７.４ ９.２ ５.８ ８.５ １０.６

(注１)各指標は、いずれも連結ベースの財務数値を用いて、以下の計算式により計算しております。 

    自己資本比率           ：自己資本／総資産 

    時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

    キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

                     （中間期末については、営業キャッシュ・フローを年額に換算

するため２倍しております） 

    インタレスト・カバレッジ・レシオ ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

(注２)株式時価総額は、中間期末(期末)株価終値×自己株式控除後の中間期末(期末)発行済株式数により算出

しております。 

(注３)有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。 

(注４)営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。 

 

 

４．利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

  当社は、一貫して株主各位の利益を最も重要な課題の一つと考え経営に当たっております。 

  配当につきましては、前事業年度より１円増配して年間１８円を予定しています。 

  内部留保金につきましては、収益力の維持・向上のため、継続的な合理化投資、研究開発投資に充てるほか、

積極的に成長分野に対する投資に充当してまいります。 
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企 業 集 団 の 状 況 
 

  当社グループ(当社及び当社の関係会社)は、当社、子会社４６社及び関連会社３社(平成 20 年５月 31 日現

在)を中心に構成され、毛糸・毛織物などの衣料繊維製品及び毛布・カーペット・不織布・フェルトなどの繊

維資材製品の製造並びに販売を主とした『繊維事業』と、ショッピングセンターの賃貸・運営事業の他、ゴル

フ・テニス・乗馬等のスポーツ施設運営、乗馬・ペット用品・ペットフードの製造・販売、携帯電話販売、介

護等の生活関連事業、不動産の建設・販売・賃貸事業、産業向け機械、電子・電気計測器及び制御装置の製造・

販売及びテニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売を主としたエンジニアリング他事業など

の『非繊維事業』を行っています。各事業の当社及び関係会社の位置付けは次の通りであります。 

 

『繊維事業』 

（１）衣料繊維製品部門 

   当部門において、当社は毛糸・ユニフォーム織物素材と製品、紳士及び婦人のファッション織物素材と製

品などの衣料繊維製品の製造及び販売を行っており、製品の一部は㈱ナカヒロ、アカツキ商事㈱、佐藤産業

㈱、㈱ニッケビクター、マルワイ吉田㈱等に販売しています。日毛(上海)貿易有限公司は中国国内向けに毛

糸・織物の販売を行っています。 

   大成毛織㈱、㈱中日毛織、青島日毛織物有限公司は織物の製織加工を行っており当社は製造委託を行って

います。金屋ニット㈱はニット製品の製造・販売を行っています。弥富ウール㈱、尾州ウール㈱、青島日毛

紡織有限公司、日誠毛織㈱、揖斐ウール㈱は毛糸の製造を行っており、当社はこれらの会社へ製造委託を行

っています。江陰日毛紡績有限公司は毛糸の製造・販売を行っており、江陰日毛印染有限公司は色トップの

製造を行っています。 

   また、福島ソーイング㈱、㈱キューテックは織物製品の縫製加工を行っています。ニッケ・ポートフィリ

ップ・スカーリング社、稲沢ウール加工㈱は原料加工を行っています。 

（２）繊維資材製品部門 

   当部門において、当社はカーペット・毛布の製造・販売を行っており、アンビック㈱は不織布・フェルト

等の繊維資材製品の製造・販売を、日本フェルト工業㈱、江陰安碧克特種紡織品有限公司は不織布・フェル

ト等の繊維資材製品の加工を行っています。ニッケ商事㈱は毛布・寝装用品の製造・販売を行っています。 

 

『非繊維事業』 

（１）ショッピングセンター(ＳＣ)部門 

   当部門において、当社はショッピングセンターなど商業施設の開発と建設、その賃貸・運営事業を行って

います。 

（２）生活関連部門 

   当部門において、当社はゴルフコース・練習場、テニススクール、乗馬クラブの運営等の事業を行ってい

ます。㈱ニッケレジャーサービス、㈱ニッケコルトンサービスはゴルフ・テニスなどの当社事業の施設運営・

管理を行っています。㈱ニッケインドアテニス、㈱ニッケ・アミューズメント、ニッケアウデオＳＡＤ㈱は

テニス、菓子小売・カラオケ・ボウリング等の事業を行っています。 

   双洋貿易㈱は馬具・乗馬用品の製造・販売を、ニッケペットケア㈱はペット用品の製造・販売及びペット

フードの輸入販売を行っています。㈱ヘイセイは平成 18 年９月 30 日をもって営業を中止しています。 

㈱ジーシーシー、㈱オレンジフラッグス、㈱ウィル・コーポレーション、㈱フューチャー・ワイヤレス、

ゴールデンアローネットワークス㈱、㈱ドットコムは携帯電話の販売を行っています。 

   ㈱ニッケ・ケアサービスは介護事業を、㈱ニットーファミリーは生命保険代理事業を行っています。 

（３）不動産部門 

   当部門において、当社は不動産の賃貸等の事業を行っています。ニッケ不動産㈱は住宅等の建設・販売、

不動産管理事業を行っており、㈱アルファニッケは不動産の賃貸事業を行っています。 

（４）エンジニアリング他 

   ㈱ニッケ機械製作所及び㈱システム開発は産業向け機械の設計・製造・販売を行っており、㈱テクシオ及

び徳士計測儀器(香港)有限公司、徳士計測儀器(深圳)有限公司は電子・電気計測器、制御装置の設計・製造・

販売を行っています。 

   ㈱ゴーセンはテニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売を行っています。 
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企業集団等の状況について事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

  製 品  

     

 製 品 ☆ ㈱ナカヒロ   ☆ アカツキ商事㈱ 製 品 

  ☆ 佐藤産業㈱ ☆ ㈱ニッケビクター   

  ☆ マルワイ吉田㈱ ☆ 日毛(上海)貿易有限公司  

    製 品  

 加 工 ☆ 大成毛織㈱ ☆ ㈱中日毛織  

  ☆ 青島日毛織物有限公司   

 半製品 ☆ 弥富ウール㈱ ☆ 尾州ウール㈱  

  ☆ 青島日毛紡織有限公司   

 原材料 ☆ 江陰日毛紡績有限公司 外 連結子会社４社  

     

  ☆ 福島ソーイング㈱ ＊ ㈱キューテック 製 品 

  ○ ﾆｯｹ ﾎﾟｰﾄﾌｨﾘｯﾌﾟ ｽｶｰﾘﾝｸﾞ社  

  ＊ 稲沢ウール加工㈱  

     

衣 

 

 

料 

 

 

繊 

 

 

維 

 

 

製 

 

 

品 

     

  製 品  

     

  ☆ アンビック㈱ ☆ 日本フェルト工業㈱ 製 品 

  ☆ 江陰安碧克特種紡織品有限公司  

  ☆ ニッケ商事㈱   

繊 

 

 

 

 

 

 

 

 

維 

繊

維 

資 

材 

製 

品 
     

  サービス  Ｓ 

Ｃ      

     

 業務委託 ☆ ㈱ニッケレジャーサービス サービス 

  ☆ ㈱ニッケコルトンサービス  

     

  ☆ ㈱ニッケインドアテニス ☆ ㈱ニッケ・アミューズメント  

  ☆ 双洋貿易㈱ ☆ ニッケペットケア㈱ 製 品 

  ☆ ㈱ジーシーシー ☆ ㈱ニッケ・ケアサービス  

  ＊ ㈱ニットーファミリー 外 連結子会社７社 サービス 

生 

 

活 

 

関 

 

連 

     

  サービス  

     

 サービス ☆ ニッケ不動産㈱ ☆ ㈱アルファニッケ サービス 

不 

動 

産 
     

     

  ☆ ㈱ニッケ機械製作所   

  ☆ ㈱システム開発  製 品 

  ☆ ㈱テクシオ  

  ☆ ㈱ゴーセン   

   外 連結子会社２社  

非 

 

 

 

繊 

 

 

 

維 
エ 

ン 

ジ 

ニ 

ア 

リ 

ン 

グ 

他  

日 

 

 

 

 

 

本 

 

 

 

 

 

毛 

 

 

 

 

 

織 

 

 

 

 

 

㈱ 

    

顧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客

       ☆連結子会社  ○持分法適用非連結子会社  ＊持分法適用関連会社 
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経   営   方   針 

 

１．経営の基本方針 

  当社グループは、衣生活、住空間からレジャー・スポーツに亘る広い分野で「健康」「快適」「安全」を提

供する「生活創造企業グループ」を目指すことを企業理念とし、「世界に通用する価値の創造とコストの追求」

「優位性と独自性をもった存在感のある企業グループを指向」「経営資源の効率運用による株主価値の増大

とコーポレート・ガバナンスの充実」「環境への配慮と高い企業倫理により社会から信頼される企業グループ

を指向」することを基本方針としております。 

 

２．目標とする経営指標および中長期的な経営戦略 

  当社グループは、持続的な成長と収益性向上に向けて、「ニッケグループＮＮ２００８経営計画」を策定し

２００８年度に連結売上高１,０００億円超、連結当期純利益５０億円に向けた取り組みを行っていきます。 

 

「ニッケグループＮＮ２００８経営計画」経営目標値 

連 結 売 上 高       １,０５０億円 

連結営業利益         ８３億円 

連結当期純利益         ５０億円 

 

  この目標達成のため「１,０００億円企業として収益水準を高め、持続的な成長を可能とする事業構造を構

築する」ことを基本戦略とし次の事項に注力いたします。 

（１）衣料繊維事業は国際競争下での収益構造を確立し絶えざる成長を指向する。 

（２）生活・産業資材事業、エンジニアリング事業、商業施設・スポーツ施設等の生活関連事業への経営

資源の重点配分を継続し収益向上を目指す。 

（３）独立企業と同様の採算意識を持った、自己変革する事業部を指向する。 

（４）前中期経営計画において新たに加えたグループ会社については、成長と確実なシナジー効果の発揮

により、グループ全体の収益に貢献する。 

 

  また、当社グループの今後１０年間の目指すべき方向とあるべき企業像を明確にするために「ニッケグル

ープ中長期ビジョン（ＮＮ１２０ビジョン）」を策定し、新たなグループの経営理念・経営方針を定めており

ます。現在は、ビジョンの具体化に向けた準備作業を進めています。 

 

３．対処すべき課題 

「ニッケグループＮＮ２００８経営計画」の達成および「ニッケグループ中長期ビジョン（ＮＮ１２０ビ

ジョン）」の実現に向けて、衣料繊維事業・生活産業資材事業では、国際ビジネスへの積極的展開を図り、事

業内容に関しては継続して選択と集中を実行します。また、高機能・環境対応素材の開発が求められている

ことから、研究開発体制の整備を進めてまいります。 

エンジニアリング事業では、一層の収益性向上のため、中期戦略の明確化を行います。また、不動産事業

については、中期的な収益強化策を検討してまいります。 

これらの施策を実行することにより、収益水準を高め、持続的な成長を可能とする事業構造を構築し、株

主価値の増大を図ります。また、コンプライアンス、環境配慮、社会貢献という｢企業の社会的責任｣を一層

意識し、ニッケグループ全部門で企業倫理のさらなる定着を図るとともに、より実効性のある内部統制シス

テムの構築に取り組んでまいります。 
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中 間 連 結 貸 借 対 照 表 

 

（単位：百万円） 

科 目 前中間連結会計期間末

 

１９. ５.３１ 

当中間連結会計期間末 

 

２０. ５.３１ 

前連結会計年度の

要約連結貸借対照表

１９.１１.３０ 

（ 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 資 産  

現 金 及 び 預 金 １４,０６２ １４,５３４  １１,２２７ 

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 ２７,４８５ ２９,１４７  ２７,７０６ 

有 価 証 券 １,５４９ １７  ５１７ 

た な 卸 資 産 ２６,０６２ ２６,９７０  ２５,８９４ 

繰 延 税 金 資 産 ７４６ １,０７０  １,２６５ 

そ の 他 １,２５８ １,４１８  １,３２４ 

貸 倒 引 当 金 △１５１ △１８４  △１６２ 

流 動 資 産 合 計 ７１,０１２ ７２,９７３  ６７,７７２ 

  

Ⅱ 固 定 資 産  

１ 有 形 固 定 資 産  

建 物 及 び 構 築 物 ２４,４３１ ２３,１０５  ２３,７４０ 

機械装置及び運搬具 ６,２５５ ５,９８２  ６,１３５ 

そ の 他 ６,７９１ ６,４８６  ６,５５０ 

有 形固定資産合計 ３７,４７８ ３５,５７４  ３６,４２６ 

  

２ 無 形 固 定 資 産  

の れ ん ２６０ １１４  ２１７ 

そ の 他 ４１２ ３７１  ３８８ 

無 形固定資産合計 ６７２ ４８６  ６０６ 

  

３ 投資その他の資産  

投 資 有 価 証 券 ３２,３７８ ２４,３３５  ２５,３５０ 

長 期 貸 付 金 ４３５ ２６７  ４２６ 

繰 延 税 金 資 産 ８００ ５３３  ５８３ 

そ の 他 ６,９９４ ７,１３８  ７,０３９ 

貸 倒 引 当 金 △６１２ △２３１  △２３４ 

投資その他の資産合計 ３９,９９７ ３２,０４４  ３３,１６５ 

固 定 資 産 合 計 ７８,１４９ ６８,１０５  ７０,１９７ 

  

資 産 合 計 １４９,１６２ １４１,０７８  １３７,９６９ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中 間 連 結 貸 借 対 照 表 

 

（単位：百万円） 

科 目 前中間連結会計期間末

 

１９. ５.３１ 

当中間連結会計期間末 

 

２０. ５.３１ 

前連結会計年度の

要約連結貸借対照表

１９.１１.３０ 

（ 負 債 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 負 債  

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 １２,９３７ １３,８７０  １２,０６６ 

短 期 借 入 金 ２０,２６１ ２０,７４０  １６,６７０ 

１年以内に償還予定の社債 ４５７ ２８５  ４６２ 

未 払 法 人 税 等 １,１９２ １,１９５  １,６６９ 

繰 延 税 金 負 債 ９ －  ４２ 

そ の 他 ６,４４７ ６,３５９  ６,９３６ 

流 動 負 債 合 計 ４１,３０６ ４２,４５２  ３７,８４８ 

  

Ⅱ 固 定 負 債  

社 債 １,１７６ １,１６１  １,１１７ 

長 期 借 入 金 １,３７１ ８２０  １,０８０ 

繰 延 税 金 負 債 ９,２３６ ５,２５８  ６,１０７ 

退 職 給 付 引 当 金 ４,１６５ ４,０９８  ４,１７１ 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 １２５ １３２  １３５ 

長期預り敷金・保証金 １１,１９９ ９,１９６  ９,２７０ 

そ の 他 ３０８ ５１０  ４１２ 

固 定 負 債 合 計 ２７,５８４ ２１,１７８  ２２,２９５ 

  

負 債 合 計 ６８,８９０ ６３,６３０  ６０,１４４ 

  

（純資産の部）  

Ⅰ 株 主 資 本  

  資 本 金 ６,４６５ ６,４６５  ６,４６５

  資 本 剰 余 金 ４,５３２ ４,５３８  ４,５３５

  利 益 剰 余 金 ５７,３５８ ６０,５４５  ５９,２０６

  自 己 株 式 △２,７９１ △３,２８９  △２,８１８

株 主 資 本 合 計 ６５,５６４ ６８,２６０  ６７,３８９

  

Ⅱ 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 １２,８０１ ７,８７６  ８,８９７

  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ９８ １６  ７２

  為 替 換 算 調 整 勘 定 ３２１ １６５  １０４

評価・換算差額等合計 １３,２２１ ８,０５９  ９,０７４

  

Ⅲ 少 数 株 主 持 分 １,４８５ １,１２７  １,３６１

  

純 資 産 合 計 ８０,２７１ ７７,４４７  ７７,８２５

  

負 債 純 資 産 合 計 １４９,１６２ １４１,０７８  １３７,９６９

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中 間 連 結 損 益 計 算 書 

 

（単位：百万円） 

科 目 

前中間連結会計期間

自 １８.１２. １

至 １９. ５.３１

当中間連結会計期間 

自 １９.１２. １ 

至 ２０. ５.３１ 

前 連 結 会 計 年 度

自 １８.１２. １

至 １９.１１.３０

Ⅰ 売 上 高 ５１,１４２ ５１,１０１  １０２,７７１ 

Ⅱ 売 上 原 価 ３９,２８９ ３９,３５８  ７９,３５６ 

売 上 総 利 益 １１,８５２ １１,７４２  ２３,４１５ 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ８,２７８ ８,１６５  １６,７０５ 

営 業 利 益 ３,５７４ ３,５７６  ６,７０９ 

  

Ⅳ 営 業 外 収 益  

受 取 利 息 及 び 配 当 金 ２８０ ２０３  ６０９ 

そ の 他 ２３５ ２３０  ５１０ 

営 業 外 収 益 合 計 ５１６ ４３４  １,１２０ 

Ⅴ 営 業 外 費 用  

支 払 利 息 １８２ １９３  ３８４ 

そ の 他 １７７ ３２０  ４４１ 

営 業 外 費 用 合 計 ３６０ ５１４  ８２５ 

  

経 常 利 益 ３,７３１ ３,４９７  ７,００４ 

  

Ⅵ 特 別 利 益  

固 定 資 産 売 却 益 

固 定 資 産 受 贈 益 

－ 

－ 

５２  

５１  

－ 

－ 

投 資 有 価 証 券 売 却 益 － －  ９６５ 

損 保 代 理 店 事 業 売 却 益 － －  ９１ 

特 別 利 益 計 － １０３  １,０５６ 

Ⅶ 特 別 損 失  

たな卸資産評価・廃棄損 － －  ６９７ 

固 定 資 産 売 却 損 － ２６  － 

適格退職年金制度廃止に伴う終了損失 ５５ －  ５５ 

構 造 改 善 費 用 ４２ ５９  ４４９ 

特 別 損 失 計 ９８ ８６  １,２０２ 

  

税金等調整前中間（当期）純利益 ３,６３２ ３,５１４  ６,８５８ 

法人税、住民税及び事業税 １,２８０ １,２４５  ２,８１７ 

法 人 税 等 調 整 額 ３６２ ８６  △３６３ 

少 数 株 主 利 益 ３３ １８  ２３ 

  

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 １,９５５ ２,１６４  ４,３８０ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中間連結株主資本等変動計算書 

 

前中間連結会計期間（自平成 18 年 12 月１日 至平成 19 年５月 31 日）          （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合  計 

平成18年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３２ ５６,２３４ △２,７６３ ６４,４６８

中間連結会計期間中の 

変動額 

  

 剰 余 金 の 配 当 － － △８２５ － △８２５

 中 間 純 利 益 － － １,９５５ － １,９５５

 自 己 株 式 の 取 得 － － － △３６ △３６

 自 己 株 式 の 処 分 － ２ － ８ １１

 持分法適用会社の減 

少による増減 
－ － △７ － △７

 そ の 他 － △２ ２ － －

中間連結会計期間中の 

変動額合計 
－ ０ １,１２４ △２８ １,０９６

平成 19 年５月 31 日残高 ６,４６５ ４,５３２ ５７,３５８ △２,７９１ ６５,５６４

 

 

 

 評価・換算差額等 

 そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損   益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

少数株主 

持  分 
純資産合計 

平成18年11月30日残高 １２,０４０ １２１ １２１ １２,２８３ １,３６３ ７８,１１５

中間連結会計期間中の 

変動額 

   

 株主資本以外の項目 

の中間連結会計期間 

中の変動額(純額) 

７６０ △２２ ２００ ９３８ １２１ －

中間連結会計期間中の 

変動額合計 
７６０ △２２ ２００ ９３８ １２１ ２,１５６

平成 19 年５月 31 日残高 １２,８０１ ９８ ３２１ １３,２２１ １,４８５ ８０,２７１

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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当中間連結会計期間（自平成 19 年 12 月１日 至平成 20 年５月 31 日）          （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合  計 

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３５ ５９,２０６ △２,８１８ ６７,３８９

中間連結会計期間中の 

変動額 

  

 剰 余 金 の 配 当 － － △８２５ － △８２５

 中 間 純 利 益 － － ２,１６４ － ２,１６４

 自 己 株 式 の 取 得 － － － △４９０ △４９０

 自 己 株 式 の 処 分 － ２ － １９ ２２

中間連結会計期間中の 

変動額合計 
－ ２ １,３３９ △４７０ ８７１

平成 20 年５月 31 日残高 ６,４６５ ４,５３８ ６０,５４５ △３,２８９ ６８,２６０

 

 

 

 評価・換算差額等 

 そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損   益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

少数株主 

持  分 
純資産合計 

平成19年11月30日残高 ８,８９７ ７２ １０４ ９,０７４ １,３６１ ７７,８２５

中間連結会計期間中の 

変動額 

   

 株主資本以外の項目 

の中間連結会計期間 

中の変動額(純額) 

△１,０２０ △５６ ６１ △１,０１５ △２３３ －

中間連結会計期間中の 

変動額合計 
△１,０２０ △５６ ６１ △１,０１５ △２３３ △３７７

平成 20 年５月 31 日残高 ７,８７６ １６ １６５ ８,０５９ １,１２７ ７７,４４７

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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前連結会計年度（自平成 18 年 12 月１日 至平成 19 年 11 月 30 日）           （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合  計 

平成18年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３２ ５６,２３４ △２,７６３ ６４,４６８

連結会計年度中の変動額   

 剰 余 金 の 配 当 － － △１,４０３ － △１,４０３

 当 期 純 利 益 － － ４,３８０ － ４,３８０

 自 己 株 式 の 取 得 － － － △７９ △７９

 自 己 株 式 の 処 分 － ６ － ２４ ３０

 持分法適用会社の減 

 少による増減 
－ － △７ － △７

 そ の 他 － △２ ２ － －

連結会計年度中の変動額

合計 
－ ３ ２,９７１ △５４ ２,９２０

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３５ ５９,２０６ △２,８１８ ６７,３８９

 

 

 

 評価・換算差額等 

 そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損   益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

少数株主 

持  分 
純資産合計 

平成18年11月30日残高 １２,０４０ １２１ １２１ １２,２８３ １,３６３ ７８,１１５

連結会計年度中の変動額    

 株主資本以外の項目 

 の連結会計年度中の 

変動額(純額) 

△３,１４３ △４８ △１６ △３,２０９ △２ －

連結会計年度中の変動額

合計 
△３,１４３ △４８ △１６ △３,２０９ △２ △２９０

平成19年11月30日残高 ８,８９７ ７２ １０４ ９,０７４ １,３６１ ７７,８２５

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中間連結キャッシュ・フロー計算書 
 

（単位：百万円） 

科 目 

前中間連結会計期間 

自 １８.１２. １ 

至 １９. ５.３１ 

当中間連結会計期間 

自 １９.１２. １ 

至 ２０. ５.３１ 

前 連 結 会 計 年 度 

自 １８.１２. １ 

至 １９.１１.３０ 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間(当期)純利益 ３,６３２ ３,５１４  ６,８５８ 

減価償却費 １,６２１ １,６９５  ３,２９８ 

のれん償却額 ３３ ２２  ６６ 

貸倒引当金の増減額 ４１ １９  △３２５ 

退職給付引当金の増減額 △４８１ △７５  △４６６ 

前払年金費用の増減額 △２８１ △１９７  △５６３ 

受取利息及び受取配当金 △２８０ △２０３  △６０９ 

支払利息 １８２ １９３  ３８４ 

持分法による投資損益 △２５ △２６  △４５ 

投資有価証券売却損益 △３ －  △９６５ 

損保代理店事業売却益 － －  △９１ 

固定資産受贈益 － △５１  － 

有形固定資産の売却損益 ０ △２５  △７ 

有形固定資産の除却損 ３５ ８８  ３４６ 

売上債権の増減額 ８８３ △１,４３１  ６２７ 

たな卸資産の増減額 △１,８４２ △１,０５２  △１,７７０ 

仕入債務の増減額 △７２８ １,８１３  △１,６１５ 

その他 △４８５ △５４５  ３１２ 

小計    ２,２９８ ３,７３８  ５,４３３ 

利息及び配当金の受取額 ３０５ ２３５  ６３４ 

利息の支払額 △１８２ △１９３  △３８４ 

法人税等の支払額 △１,３６９ △１,７１９  △２,４３０ 

営業活動によるキャッシュ・フロー  １,０５１ ２,０６０  ３,２５２ 

  

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △１０ △８  △４８ 

定期預金の払戻による収入 １０ ８  ５０ 

有価証券の取得による支出 △１,４９６ △３０３  △１,９９５ 

有価証券の償還による収入 ５００ ８０２  １,９９６ 

固定資産の取得による支出 △１,１４７ △１,１２８  △２,２２４ 

固定資産の売却による収入 ３ ２５６  １１４ 

投資有価証券の取得による支出 △８０５ △１,００７  △１,０４２ 

投資有価証券の売却・償還による収入 １,６２４ ３００  ３,２７９ 

関係会社出資金の取得による支出 － △１９３  － 

貸付けによる支出 △５９１ △９７  △６７１ 

貸付金の回収による収入 ２１８ ２３２  ２６９ 

損保代理店事業売却による収入 － －  ９１ 

その他 １７６ １１０  ９７ 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △１,５１６ △１,０２９  △８１ 

  

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額 ３,８６８ ４,１５７  ５８６ 

長期借入れによる収入 ３０ １３０  １７２ 

長期借入金の返済による支出 △８６２ △５０７  △１,５３１ 

社債の発行による収入 １５０ ２００  ２５０ 

社債の償還による支出 △１６０ △３３３  △３１４ 

自己株式の売却による収入 １１ ２２  ３０ 

自己株式の取得による支出 △３６ △４９０  △７５ 

長期預り敷金・保証金の受入による収入 ９８ ７  ２３２ 

長期預り敷金・保証金の返還による支出 △１３７ △８０  △２,２３７ 

配当金の支払額 △８２３ △８０８  △１,４０１ 

その他 △３ △１９  △５１ 

財務活動によるキャッシュ・フロー  ２,１３２ ２,２７６  △４,３４０ 

  

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ３３ △１  ２ 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 １,７００ ３,３０５  △１,１６７ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 １１,９３５ １１,１１２  １１,９３５ 

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ３４４ －  ３４４ 

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高 １３,９８０ １４,４１８  １１,１１２ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

１．連結の範囲に関する事項 

（１）連結子会社は４５社であり、その主要な会社名は、「企業集団の状況」に記載のとおりである。 

 

（２）非連結子会社１１社は、総資産、売上高、中間純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）からみて、いずれも小規模であり、かつ、全体としても中間連結財務諸表に重要な影響を及ぼさ

ないので連結の範囲から除外している。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

（１）持分法を適用した非連結子会社は１社、関連会社は３社であり、その主要な会社名は、「企業集団の状況

に記載のとおりである。 

 

（２）非連結子会社１０社、関連会社４社については中間連結純損益（持分に見合う額）及び連結利益剰余金

（持分に見合う額）からみて、いずれも小規模であり、かつ、全体としても中間連結財務諸表に重要な

影響を及ぼさないので持分法の適用から除外している。 

 

３．連結子会社の中間決算日等に関する事項 

連結子会社のうち、佐藤産業㈱、金屋ニット㈱の中間決算日は２月２９日である。 

日誠毛織㈱、揖斐ウール㈱、㈱ニッケ・アミューズメント、双洋貿易㈱、㈱ヘイセイ、ニッケペットケア

㈱、㈱ジーシーシー、ニッケアウデオＳＡＤ㈱、㈱オレンジフラッグス、㈱ウィル・コーポレーション、

㈱フューチャー・ワイヤレス、ゴールデンアローネットワークス㈱、㈱ドットコム、㈱ニッケ・ケアサー

ビスの中間決算日は３月３１日である。 

福島ソーイング㈱の中間決算日は４月３０日である。 

中間連結財務諸表作成にあたっては、上記中間決算日現在の財務諸表を使用し、中間連結決算日との間に

生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っている。 

また、日毛(上海)貿易有限公司、青島日毛織物有限公司、青島日毛紡織有限公司、江陰日毛紡績有限公司、

江陰日毛印染有限公司、江陰安碧克特種紡織品有限公司、徳士計測儀器(深圳)有限公司の中間決算日は６

月３０日であるため中間連結決算日現在で仮決算を行っている。 

 

４．会計処理基準に関する事項 

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 

 Ａ 有価証券 

   満期保有目的の債券…償却原価法（定額法） 

   その他有価証券 

    時価のあるもの…株式については中間期末日前１ヶ月の市場価格の平均等、それ以外については中

間期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定している） 

    時価のないもの…移動平均法による原価法 

 Ｂ デリバティブ等  …時価法 

 Ｃ たな卸資産 

   製品、商品、原材料、貯蔵品…主として移動平均法による原価法により評価している。 

連結子会社の中には、最終仕入原価法による原価法により評価している

ところもある。 

   仕掛品          …総平均法による原価法により評価している。 

   販売用土地        …個別法による原価法により評価している。 
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（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

 Ａ 有形固定資産 

   ①平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

国内会社は主として旧定率法によっている。ただし、平成１０年度下半期以降に取得した建物（建物附

属設備を除く）については旧定額法によっている。 

在外会社は定額法によっている。 

 

②平成１９年４月１日以降に取得したもの 

国内会社は主として定率法によっている。ただし、建物（建物附属設備を除く）については定額法によ

っている。 

在外会社は定額法によっている。 

 

  （追加情報） 

   当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成１９年３月３１日以前に取得した有形固定資

産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の５％に到達した連結

会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上している。 

   これにより、営業利益が１２６百万円、経常利益および税金等調整前中間純利益がそれぞれ１４０百万

円減少している。 

   なお、セグメントに与える影響については、セグメント情報に記載している。 

 

 Ｂ 無形固定資産 

定額法によっている。ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法によっている。 

 

（３）重要な引当金の計上基準 

 Ａ 貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。 

 Ｂ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、当中間連結会計期間末において発生していると認められる額を計上している。 

 Ｃ 役員退職慰労引当金 

連結子会社の役員等の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規定等に基づく中間期末要支給

額を計上している。 

 

（４）重要な外貨建資産負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、中間決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ている。なお、在外連結子会社の資産及び負債は中間決算日の直物為替相場により、収益及び費用は期

中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に

含めている。 

 

（５）重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 
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（６）ヘッジ会計の方法 

 Ａ ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジ処理を採用している。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を

採用している。また、連結会社間取引をヘッジ対象としている為替予約取引については、時価評価を行

い、評価差額を当中間連結会計期間の損益として処理している。 

 Ｂ ヘッジ手段とヘッジ対象          

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象） 

為替予約 製品輸出による外貨建売上債権、原材料輸入による

外貨建買入債務及び外貨建予定取引 

Ｃ ヘッジ方針 

通常の営業過程における外貨建実需取引の為替相場変動リスクを軽減する目的で為替予約取引を行って

いる。 

 Ｄ ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ手段及びヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、かつヘッジ開始時及びその後も継続して

相場変動又はキャッシュ・フロー変動を相殺するものと想定することができるため、ヘッジ有効性の判

定は省略している。 

 

（７）消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可

能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３

ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっている。 

 

 

注 記 事 項 

 

                    (前中間連結会計期間末)    (当中間連結会計期間末)    (前連結会計年度末) 

１．受取手形割引高及び裏書譲渡高       ―          ―          ―    

 

２．有形固定資産の減価償却累計額  ７５,３７８百万円  ７５,５６３百万円  ７５,５９３百万円 

 

３．保証債務               １７０百万円       ―          ― 

 

４．期末日満期手形の処理 

  期末日満期手形の会計処理は手形交換日をもって決済処理している。 

当中間連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次のとおり中間連結会計期間末日満期手形が当

中間連結会計期間末残高に含まれている。 

    受取手形               ―      １,１４６百万円       ― 

    支払手形               ―      １,２５８百万円       ― 
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５．中間連結株主資本等変動計算書関係 

 

  前中間連結会計期間（平成１８年１２月１日～平成１９年５月３１日） 

 

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増   加 減   少 当中間連結会計期間末 

発行済株式 

  普通株式（千株） ８８,４７８ － 

 

－  ８８,４７８ 

自己株式 

  普通株式（千株） ５,９２９ ３６ 

 

２１  ５,９４４ 

 

 （変動事由の概要） 

自己株式の普通株式の増加は単元未満株式の買取によるものであり、減少は単元未満株式の買増請求に応じ

たもの、新株予約権方式ストックオプション制度における権利行使によるもの及び連結子会社が売却した自

己株式(当社株式)の当社帰属分である。 

 

 （２）配当に関する事項 

  ①配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成19年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 ８２５ １０ 平成18年11月30日 平成19年２月28日

 

  ②基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力が当中間連結会計期間末後となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

(百万円)

１株当た

り配当額

(円) 

基準日 効力発生日 

平成19年７月20日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 ５７７ ７ 平成19年５月31日 平成19年８月17日
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  当中間連結会計期間（平成１９年１２月１日～平成２０年５月３１日） 

 

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増   加 減   少 当中間連結会計期間末 

発行済株式 

  普通株式（千株） ８８,４７８ － 

 

－  ８８,４７８ 

自己株式 

  普通株式（千株） ５,９５４ ５８０ 

 

４１  ６,４９３ 

 

 （変動事由の概要） 

自己株式の普通株式の増加は定款の定めに基づく自己株式の取得及び単元未満株式の買取によるものであ

り、減少は単元未満株式の買増請求に応じたもの及び新株予約権方式ストックオプション制度における権利

行使によるものである。 

 

 （２）配当に関する事項 

  ①配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成20年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 ８２５ １０ 平成19年11月30日 平成20年２月28日

 

  ②基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力が当中間連結会計期間末後となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

(百万円)

１株当た

り配当額

(円) 

基準日 効力発生日 

平成20年７月18日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 ６５５ ８ 平成20年５月31日 平成20年８月22日
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  前連結会計年度（平成１８年１２月１日～平成１９年１１月３０日） 

 

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増   加 減   少 当連結会計年度末

発行済株式 

  普通株式（千株） ８８,４７８ － 

 

－  ８８,４７８ 

自己株式 

  普通株式（千株） ５,９２９ ８０ 

 

５５  ５,９５４ 

 

 （変動事由の概要） 

自己株式の普通株式の増加は単元未満株式の買取によるもの及び持分法適用関連会社が購入した自己株式

(当社株式)の当社帰属分であり、減少は単元未満株式の買増請求に応じたもの、新株予約権方式ストックオ

プション制度における権利行使によるもの及び連結子会社が売却した自己株式(当社株式)の当社帰属分で

ある。 

 

 （２）配当に関する事項 

  ①配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成19年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 ８２５ １０ 平成18年11月 30日 平成19年２月28日

平成19年７月20日 

取締役会 
普通株式 ５７７ ７ 平成19年５月31日 平成19年８月17日

 

  ②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

(百万円)

１株当た

り配当額

(円) 

基準日 効力発生日 

平成20年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 ８２５ １０ 平成19年11月30日 平成20年２月28日
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６．中間連結キャッシュ・フロー計算書関係 

現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高と中間連結貸借対照表(連結貸借対照表)に掲記されている科目

の金額との関係 

                    (前中間連結会計期間末)   (当中間連結会計期間末)   (前連結会計年度末) 

現金及び預金勘定         １４,０６２百万円  １４,５３４百万円  １１,２２７百万円 

有価証券勘定            １,５４９百万円      １７百万円     ５１７百万円 

預金期間が３ヶ月を超える定期預金   △１３５百万円    △１３３百万円    △１３３百万円 

 償還期間が３ヶ月を超える債券等  △１,４９６百万円       ―       △４９８百万円  

現金及び現金同等物        １３,９８０百万円  １４,４１８百万円  １１,１１２百万円 

 

 

７．１株当たり情報 

                         (前中間連結会計期間)   (当中間連結会計期間)  (前連結会計年度) 

１株当たり純資産額            ９５４円５９銭   ９３０円９０銭  ９２６円５６銭 

１株当たり中間(当期)純利益         ２３円６９銭    ２６円２８銭   ５３円０８銭 

潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益  ２３円６８銭    ２６円２８銭   ５３円０６銭 

 

（注）１株当たり中間(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり(当期)純利益の算定上の基礎 

 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 前連結会計年度

１株当たり中間(当期)純利益  

 中間(当期)純利益（百万円） 1,955 2,164  4,380 

 普通株主に帰属しない金額（百万円） － －  － 

 普通株式に係る中間(当期)純利益（百万円） 1,955 2,164  4,380 

 普通株式の期中平均株式数（株） 82,543,362 82,351,975  82,533,088 

  

潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益  

 中間(当期)純利益調整額（百万円） － －  － 

 普通株式増加数（株） 34,541 5,432  33,933 

 （うちストックオプション(新株予約権方式)） (34,541) (5,432)  (33,933) 
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セ グ メ ン ト 情 報 

 

１． 事業の種類別セグメント情報 

  前中間連結会計期間（平成１８年１２月１日～平成１９年５月３１日）       （単位：百万円） 

 繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連  結 

３３,１２４ １８,０１７ ５１,１４２ －  ５１,１４２

 売上高及び営業損益 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
２３ ２０６ ２３０ (  ２３０) －

計 ３３,１４８ １８,２２３ ５１,３７２ (  ２３０) ５１,１４２

営 業 費 用 ３１,３３６ １６,４６１ ４７,７９７ (  ２３０) ４７,５６７

営 業 利 益 １,８１１ １,７６２ ３,５７４ －  ３,５７４

 

 

  当中間連結会計期間（平成１９年１２月１日～平成２０年５月３１日）       （単位：百万円） 

 繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連  結 

３２,３４１ １８,７５９ ５１,１０１ －  ５１,１０１

 売上高及び営業損益 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
１９ １５６ １７６ (  １７６) －

計 ３２,３６１ １８,９１５ ５１,２７７ (  １７６) ５１,１０１

営 業 費 用 ３０,９５４ １６,７４５ ４７,７００ (  １７６) ４７,５２４

営 業 利 益 １,４０６ ２,１７０ ３,５７６ －  ３,５７６

 

 

  前連結会計年度（平成１８年１２月１日～平成１９年１１月３０日）        （単位：百万円） 

 繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連  結 

６５,９０３ ３６,８６８１０２,７７１ －  １０２,７７１

 売上高及び営業損益 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
３５ ４４９ ４８４ (  ４８４) －

計 ６５,９３８ ３７,３１７１０３,２５６ (  ４８４) １０２,７７１

営 業 費 用 ６２,９７０ ３３,５７６ ９６,５４７ (  ４８４) ９６,０６２

営 業 利 益 ２,９６７ ３,７４１ ６,７０９ －  ６,７０９

 

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。 

   ２．各事業の内容 

   （１）繊 維 事 業……毛糸・毛織物・縫製品・毛布・カーペット・不織布・フェルト等の繊維製品の 

製造・販売 

   （２）非繊維事業……ショッピングセンターの賃貸事業、ゴルフ・テニス・乗馬等のスポーツ事業、 

             馬具・乗馬・ペット用品・ペットフードの製造・販売、 

             携帯電話の販売、介護サービス事業、不動産の建設・販売・賃貸、 

             産業用機械の製造・販売、電子・電気計測器、制御装置の製造・販売、 

             テニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売 

   ３．営業費用中の共通費はすべてセグメント別に配賦している。 

   ４．「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」の追加情報に記載のとおり、平成１９年３

月３１日以前に取得した有形固定資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適

用により取得価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と

備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上している。 

     これにより、当中間連結会計期間の営業費用は、繊維事業が９４百万円、非繊維事業が３２百万円

増加し、営業利益がそれぞれ同額減少している。 
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２．所在地別セグメント情報 

   全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれ

も９０％を超えているため、記載を省略している。 

 

３．海外売上高 

   連結売上高の１０％未満であるため、記載を省略している。 
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有 価 証 券 

 

前中間連結会計期間（平成１９年５月３１日現在） 

 

 １．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 
中間連結貸借 

対照表計上額 
時  価 差  額 

国債・地方債等 ９４ ９４  △０ 

社債 － －  － 

その他 ２,５９６ ２,６１２  １６ 

計 ２,６９１ ２,７０７  １５ 

 

 ２．その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 取得原価 
中間連結貸借 

対照表計上額 
差  額 

その他有価証券  

①株式 ８,０９４ ２９,６５１  ２１,５５６ 

②債券  

国債・地方債等 － －  － 

社債 － －  － 

その他 － －  － 

計 ８,０９４ ２９,６５１  ２１,５５６ 

 

 ３．時価評価されていない主な有価証券  

（単位：百万円） 

種  類 中間連結貸借対照表計上額

その他有価証券 

①非上場株式 ７３７ 

②その他 ５６２ 

計 １,３００ 
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当中間連結会計期間（平成２０年５月３１日現在） 

 

 １．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 
中間連結貸借 

対照表計上額 
時  価 差  額 

国債・地方債等 ９６ ９６  ０ 

社債 ２８８ ２８７  △０ 

その他 １,３００ １,２６４  △３５ 

計 １,６８４ １,６４８  △３６ 

 

 ２．その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 取得原価 
中間連結貸借 

対照表計上額 
差  額 

その他有価証券  

①株式 ８,３６２ ２１,６４５  １３,２８３ 

②債券  

国債・地方債等 － －  － 

社債 － －  － 

その他 － －  － 

計 ８,３６２ ２１,６４５  １３,２８３ 

 

 ３．時価評価されていない主な有価証券  

（単位：百万円） 

種  類 中間連結貸借対照表計上額

その他有価証券 

①非上場株式 ７３５ 

②その他 ２７ 

計 ７６２ 
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前連結会計年度（平成１９年１１月３０日現在） 

 

 １．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 
連結貸借対照表 

計  上  額 
時  価 差  額 

国債・地方債等 ９５ ９６  １ 

社債 － －  － 

その他 １,５９８ １,５９６  △１ 

計 １,６９４ １,６９３  △０ 

 

 ２．その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 取得原価 
連結貸借対照表 

計  上  額 
差  額 

その他有価証券  

①株式 ８,１４２ ２３,１３９  １４,９９６ 

②債券  

国債・地方債等 － －  － 

社債 － －  － 

その他 － －  － 

計 ８,１４２ ２３,１３９  １４,９９６ 

 

 ３．時価評価されていない主な有価証券  

          （単位：百万円） 

種  類 連結貸借対照表計上額 

その他有価証券 

①非上場株式 ７３５ 

②その他 ２８ 

計 ７６４ 

 

 

 

開示の省略 

 
  「リース取引」、「デリバティブ取引」、「ストック・オプション等」については、中間決算短信における開
示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 
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中 間 貸 借 対 照 表 

 

（単位：百万円） 

科 目 前中間会計期間末 

 

１９. ５.３１ 

当中間会計期間末 

 

２０. ５.３１ 

前 事 業 年 度 の 

要約貸借対照表 

１９.１１.３０ 

（ 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 資 産  

現 金 及 び 預 金 ８,３８３ ８,５５０  ６,０９０ 

受 取 手 形 ２,４８５ ２,７１３  ２,７０７ 

売 掛 金 １０,７５３ ８,９４７  １２,９５１ 

有 価 証 券 １,４９６ －  ４９８ 

た な 卸 資 産 １１,０６５ １２,７５９  １２,２５７ 

繰 延 税 金 資 産 ４２８ ３８７  ７１０ 

そ の 他 ５,５０３ ６,４０４  ５,５３８ 

貸 倒 引 当 金 △１３ △１３  △４５９ 

流 動 資 産 合 計 ４０,１０３ ３９,７４８  ４０,２９６ 

  

Ⅱ 固 定 資 産  

１ 有 形 固 定 資 産  

建 物 １８,１５７ １７,１０４  １７,６３４ 

機 械 及 び 装 置 ２,６４５ ２,３７６  ２,５８２ 

そ の 他 ５,６８１ ５,４４２  ５,５４６ 

有形固定資産合計 ２６,４８４ ２４,９２３  ２５,７６３ 

  

２ 無 形 固 定 資 産 ７５ ７１  ７８ 

  

３ 投 資 そ の 他 の 資 産  

投 資 有 価 証 券 ３１,３９１ ２３,４５０  ２４,４３１ 

関 係 会 社 株 式 ５,７２１ ５,３０９  ５,４８１ 

前 払 年 金 費 用 － ５,２３４  ５,０３７ 

そ の 他 １０,４１６ ７,３９０  ６,８９８ 

貸 倒 引 当 金 △３８２ △１,７４２  △９８６ 

投 資 損 失 引 当 金 － △１００  △１００ 

投資その他の資産合計 ４７,１４６ ３９,５４２  ４０,７６３ 

固 定 資 産 合 計 ７３,７０５ ６４,５３６  ６６,６０４ 

資 産 合 計 １１３,８０９ １０４,２８５   １０６,９０１ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中 間 貸 借 対 照 表 

（単位：百万円） 

科 目 前中間会計期間末 

 

１９. ５.３１ 

当中間会計期間末 

 

２０. ５.３１ 

前 事 業 年 度 の 

要約貸借対照表 

１９.１１.３０ 

（ 負 債 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 負 債  

支 払 手 形 １,７１５ ２,１５３  １,７０７ 

買 掛 金 １,９６４ １,５１２  １,７９０ 

短 期 借 入 金 ６,６０２ ６,７０２  ６,５０２ 

未 払 法 人 税 等 ９２３ ７７５  １,２２９ 

そ の 他 ６,２０７ ６,８９５  ７,８６２ 

流 動 負 債 合 計 １７,４１４ １８,０４０  １９,０９２ 

Ⅱ 固 定 負 債  

長 期 借 入 金 ５０５ ３０２  ４０４ 

繰 延 税 金 負 債 ８,９２９ ４,９９０  ５,９０７ 

退 職 給 付 引 当 金 ２,６５３ ２,６５１  ２,６８１ 

長期預り敷金・保証金 １０,７９２ ８,７８３  ８,８６０ 

そ の 他 ２１２ １３６ ２１４ 

固 定 負 債 合 計 ２３,０９２ １６,８６４  １８,０６６ 

負 債 合 計 ４０,５０６ ３４,９０４  ３７,１５９ 

  

（ 純 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 株 主 資 本  

１ 資 本 金 ６,４６５ ６,４６５  ６,４６５ 

２ 資 本 剰 余 金  

資 本 準 備 金 ５,０６４ ５,０６４  ５,０６４ 

そ の他資本剰余金   

自己株式処分差益 ２８ ３４  ３１ 

資本剰余金合計 ５,０９２ ５,０９９  ５,０９６ 

３ 利 益 剰 余 金  

利 益 準 備 金 １,６１６ １,６１６  １,６１６ 

そ の他利益剰余金  

損失補填準備積立金 ６８０ ６８０  ６８０ 

配 当 引 当 積 立 金 ９３０ ９３０  ９３０ 

従業員退職給与基金 １,４６６ １,４６６  １,４６６ 

圧 縮 記 帳 積 立 金 １,０５７ ８９４  １,０２８ 

圧縮特別勘定積立金 － １２  － 

特 別 償 却 積 立 金 ５ １  ２ 

別 途 積 立 金 ３７,９５０ ３７,９５０  ３７,９５０ 

繰 越 利 益 剰 余 金 ８,０９０ ９,６８０  ８,５０５ 

利益剰余金合計 ５１,７９６ ５３,２３０  ５２,１７９ 

４ 自 己 株 式 △２,７９１ △３,２８５  △２,８１４ 

株 主 資 本 合 計 ６０,５６３ ６１,５１０  ６０,９２６ 

Ⅱ 評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 １２,７２９ ７,８５４  ８,８５７ 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ９ １６  △４２ 

評価・換算差額等合計 １２,７３９ ７,８７０  ８,８１４ 

純 資 産 合 計 ７３,３０２ ６９,３８０  ６９,７４１ 

負 債 純 資 産 合 計 １１３,８０９ １０４,２８５  １０６,９０１ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中 間 損 益 計 算 書 
 

（単位：百万円） 

科 目 

前中間会計期間 

自 １８.１２. １ 

至 １９. ５.３１ 

当中間会計期間 

自 １９.１２. １ 

至 ２０. ５.３１ 

前 事 業 年 度 

自 １８.１２. １ 

至 １９.１１.３０ 

  

Ⅰ 売 上 高 ２３,１４７ ２０,９４６  ４６,４１６ 

Ⅱ 売 上 原 価 １７,８５９ １５,９９６  ３６,２８５ 

売 上 総 利 益 ５,２８７ ４,９５０  １０,１３１ 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ２,４１０ ２,４１６  ５,１３７ 

営 業 利 益 ２,８７６ ２,５３３  ４,９９３ 

  

Ⅳ 営 業 外 収 益  

受取利息及び配当金 ７５６ ６９０  １,１６７ 

そ の 他 ２１８ １７０  ４２２ 

営 業 外 収 益 合 計 ９７５ ８６０  １,５９０ 

  

Ⅴ 営 業 外 費 用  

支 払 利 息 ６１ ６９  １２９ 

そ の 他 ２３７ ２１８  ５１７ 

営 業 外 費 用 合 計 ２９９ ２８８  ６４７ 

  

経 常 利 益 ３,５５２ ３,１０５  ５,９３６ 

  

Ⅵ 特 別 利 益  

固 定 資 産 売 却 益 － ２５  － 

固 定 資 産 受 贈 益 － ５１  － 

投資有価証券売却益 － －  ９０１ 

特 別 利 益 計 － ７７  ９０１ 

  

Ⅶ 特 別 損 失  

固 定 資 産 売 却 損 － ２６  － 

関係会社株式売却損 － ２  － 

関係会社株式評価損 ７０ －  ３９５ 

関係会社貸倒引当金繰入額 － ３２０  ９８５ 

構 造 改 善 費 用 ３５ ５５  ４３５ 

関 係 会 社 整 理 損 － －  ５４ 

特 別 損 失 計 １０５ ４０５  １,８７１ 

  

税引前中間(当期)純利益 ３,４４７ ２,７７７ ４,９６６ 

法人税、住民税及び事業税 １,００４ ８５３  ２,２０２ 

法 人 税 等 調 整 額 ２２７ ４７  △４１２ 

中 間 ( 当 期 ) 純 利 益 ２,２１５ １,８７６  ３,１７６ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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中間株主資本等変動計算書 

 

前中間会計期間（自平成 18 年 12 月１日 至平成 19 年５月 31 日）                 （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 資 本 剰 余 金 

 その他資本剰余金 

 

資本金 
資本準備金 

自己株式処分差益 
資本剰余金合計 

平成18年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ２５  ５,０９０ 

中間会計期間中の変動額      

 剰 余 金 の 配 当 － － －  － 

 中 間 純 利 益 － － －  － 

 自己株式の取得 － － －  － 

 自己株式の処分 － － ２  ２ 

 積 立 － － －  － 

 取 崩 － － －  － 

中間会計期間中の変動額合計 － － ２  ２ 

平成 19 年５月 31 日残高 ６,４６５ ５,０６４ ２８  ５,０９２ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 

損失補填準備積立金 配当引当積立金 従業員退職給与基金 圧縮記帳積立金 特別償却積立金

平成18年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０８６  ９ 

中間会計期間中の変動額          

 剰 余 金 の 配 当 －  － － －  －  － 

 中 間 純 利 益 －  － － －  －  － 

 自己株式の取得 －  － － －  －  － 

 自己株式の処分 －  － － －  －  － 

 積 立 －  － － －  －  － 

 取 崩 －  － － －  △２８  △３ 

中間会計期間中の変動額合計 －  － － －  △２８  △３ 

平成 19 年５月 31 日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０５７  ５ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 別途積立金 繰越利益剰余金
利益剰余金合計

自己株式 株主資本合計 

平成18年11月30日残高 ３７,９５０  ６,６６８ ５０,４０６ △２,７６３  ５９,１９８ 

中間会計期間中の変動額        

 剰 余 金 の 配 当 －  △８２５ △８２５ －  △８２５ 

 中 間 純 利 益 －  ２,２１５ ２,２１５ －  ２,２１５ 

 自己株式の取得 －  － － △３６  △３６ 

 自己株式の処分 －  － － ８  １１ 

 積 立 －  － － －  － 

 取 崩 －  ３２ － －  － 

中間会計期間中の変動額合計 －  １,４２２ １,３９０ △２８  １,３６４ 

平成 19 年５月 31 日残高 ３７,９５０  ８,０９０ ５１,７９６ △２,７９１  ６０,５６３ 

             

             

 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成18年11月30日残高 １１,９８２ △０ １１,９８１  ７１,１７９ 

中間会計期間中の変動額      

 株主資本以外の項目 
の中間会計期間中の 

変動額(純額) 

７４７ １０ ７５８  － 

中間会計期間中の変動額合計 ７４７ １０ ７５８  ２,１２２ 

平成 19 年５月 31 日残高 １２,７２９ ９ １２,７３９  ７３,３０２ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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当中間会計期間（自平成 19 年 12 月１日 至平成 20 年５月 31 日）                 （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 資 本 剰 余 金 

 その他資本剰余金 

 

資本金 
資本準備金 

自己株式処分差益 
資本剰余金合計 

平成19年 11月 30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ３１  ５,０９６ 

中間会計期間中の変動額      

 剰 余 金 の 配 当 － － －  － 

 中 間 純 利 益 － － －  － 

 自己株式の取得 － － －  － 

 自己株式の処分 － － ２  ２ 

 積 立 － － －  － 

 取 崩 － － －  － 

中間会計期間中の変動額合計 － － ２  ２ 

平成 20 年５月 31 日残高 ６,４６５ ５,０６４ ３４  ５,０９９ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 

損失補填準備積立金 配当引当積立金 従業員退職給与基金 圧縮記帳積立金 圧縮特別勘定積立金

平成19年 11月 30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６ １,０２８  － 

中間会計期間中の変動額         

 剰 余 金 の 配 当 －  － － － －  － 

 中 間 純 利 益 －  － － － －  － 

 自己株式の取得 －  － － － －  － 

 自己株式の処分 －  － － － －  － 

 積 立 －  － － － －  １２ 

 取 崩 －  － － － △１３４  － 

中間会計期間中の変動額合計 －  － － － △１３４  １２ 

平成 20 年５月 31 日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６ ８９４  １２ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 特別償却積立金 別途積立金 繰越利益剰余金
利益剰余金合計

自己株式 株主資本合計

平成19年 11月 30日残高 ２  ３７,９５０ ８,５０５ ５２,１７９ △２,８１４ ６０,９２６

中間会計期間中の変動額      

 剰 余 金 の 配 当 －  － △８２５ △８２５ － △８２５

 中 間 純 利 益 －  － １,８７６ １,８７６ － １,８７６

 自己株式の取得 －  － － － △４９０ △４９０

 自己株式の処分 －  － － － １９ ２２

 積 立 －  － △１２ － － －

 取 崩 △１  － １３５ － － －

中間会計期間中の変動額合計 △１  － １,１７４ １,０５１ △４７０ ５８３

平成 20 年５月 31 日残高 １  ３７,９５０ ９,６８０ ５３,２３０ △３,２８５ ６１,５１０

             

             

 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成19年 11月 30日残高 ８,８５７ △４２ ８,８１４  ６９,７４１ 

中間会計期間中の変動額      

 株主資本以外の項目 
の中間会計期間中の 

変動額(純額) 

△１,００３ ５９ △９４４  － 

中間会計期間中の変動額合計 △１,００３ ５９ △９４４  △３６０ 

平成 20 年５月 31 日残高 ７,８５４ １６ ７,８７０  ６９,３８０ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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前事業年度（自平成 18 年 12 月１日 至平成 19 年 11 月 30 日）                  （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 資 本 剰 余 金 

 その他資本剰余金 

 

資本金 
資本準備金 

自己株式処分差益 
資本剰余金合計 

平成18年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ２５  ５,０９０ 

事業年度中の変動額      

 剰 余 金 の 配 当 － － －  － 

 当 期 純 利 益 － － －  － 

 自己株式の取得 － － －  － 

 自己株式の処分 － － ６  ６ 

 積 立 － － －  － 

 取 崩 － － －  － 

事業年度中の変動額合計 － － ６  ６ 

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ３１  ５,０９６ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 

損失補填準備積立金 配当引当積立金 従業員退職給与基金 圧縮記帳積立金 特別償却積立金

平成18年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０８６  ９ 

事業年度中の変動額          

 剰 余 金 の 配 当 －  － － －  －  － 

 当 期 純 利 益 －  － － －  －  － 

 自己株式の取得 －  － － －  －  － 

 自己株式の処分 －  － － －  －  － 

 積 立 －  － － －  －  － 

 取 崩 －  － － －  △５７  △６ 

事業年度中の変動額合計 －  － － －  △５７  △６ 

平成19年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０２８  ２ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 別途積立金 繰越利益剰余金
利益剰余金合計

自己株式 株主資本合計 

平成18年11月30日残高 ３７,９５０  ６,６６８ ５０,４０６ △２,７６３  ５９,１９８ 

事業年度中の変動額        

 剰 余 金 の 配 当 －  △１,４０３ △１,４０３ －  △１,４０３ 

 当 期 純 利 益 －  ３,１７６ ３,１７６ －  ３,１７６ 

 自己株式の取得 －  － － △７５  △７５ 

 自己株式の処分 －  － － ２４  ３０ 

 積 立 －  － － －  － 

 取 崩 －  ６４ － －  － 

事業年度中の変動額合計 －  １,８３７ １,７７３ △５１  １,７２８ 

平成19年11月30日残高 ３７,９５０  ８,５０５ ５２,１７９ △２,８１４  ６０,９２６ 

             

             

 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成18年11月30日残高 １１,９８２ △０ １１,９８１  ７１,１７９ 

事業年度中の変動額  

 株主資本以外の項目の 

事業年度中の変動額(純額) 
△３,１２４ △４１ △３,１６６  － 

事業年度中の変動額合計 △３,１２４ △４１ △３,１６６  △１,４３８ 

平成19年11月30日残高 ８,８５７ △４２ ８,８１４  ６９,７４１ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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販 売 実 績 
 

(単位：百万円・％) 

前中間会計期間 
 

(18.12.1～19.5.31) 

当中間会計期間 
 

(19.12.1～20.5.31) 

前 事 業 年 度 
 

(18.12.1～19.11.30) 

 

販  売  高 構 成 比 販  売  高 構 成 比 販  売  高 構 成 比 

 

  織    物 

 

９,４０４  

 

４０.６ ９,３３２ 

 

４４.６ 

 

１８,９３５  ４０.８ 

 

  毛    糸 

 

５,１６５  ２２.３ ４,０３１ １９.２ 

 

１０,７２４  ２３.１ 

  毛    布 

  カ ー ペ ッ ト       

 

１,００５  ４.３ ９７３ ４.６ 

 

２,２２１  ４.８ 

  繊 維 部 門       

  そ の 他       

 

２,５３７  １１.０ ２,２１９ １０.６ 

 

４,５２０  ９.７ 

  繊 維 部 門       

 小    計 

 

１８,１１２  ７８.２ １６,５５６ ７９.０ 

 

３６,４０１  ７８.４ 

 

  非 繊 維 部 門       

 

５,０３４  ２１.８ ４,３９０ ２１.０ 

 

１０,０１５  ２１.６ 

 

  合    計 

 

２３,１４７  １００.０ ２０,９４６ １００.０ 

 

４６,４１６  １００.０ 

 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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